
地域と事業所との交流について
　　　　　ひまわりパーク六本松　今林映一
　当事業所が六本松から桜坂に昨年１１月末の移転後、8か月が過ぎます。移転が決まった時、事業所が広くなり、設備も良くなるなど活動のしやすさに大きな期待を持ちました。一方、利用者の皆さんが１０年間通い慣れた六本松から近いとはいえ、新しい場所や環境にスムーズに慣れるだろうか、また近隣の方に新しい障がい福祉事業所を受け入れていただけるだろうか、そんな不安もありました。桜坂の役員の方や近隣の方々に移転のご挨拶に伺ったとき、皆さんの穏やかな表情に不安が払しょくされました。さらに校区役員の方からは「赤坂校区に事業所ができることを歓迎します。今後、応援しますよ。」との温かい言葉をいただき、非常に嬉しく、心強く思いました。移転後ほどなく六本松時代から行っている地域清掃（ゴミ拾い）活動を再開しました。週に一度の限られた時間ですが、地域に出ることで事業所のことを知っていただきたいと思っています。また、利用者の皆さんにも清掃を通じて地域の構成員であることを感じてほしいと思っています。５月上旬からは通りに面する花壇整備に着手し、土を入れ替え、花の種をまき、いただいた花を植えて毎日水やりを行っています。７月にはポーチュラカ、百日草など色とりどりの花とともに事業所のシンボルである「ひまわり」も可憐な花を咲かせています。
花を通して近隣の方や保護者、通りすがりの方とも会話が弾むことも多く、私たちの事業所が少しずつ地域に根付いていくような気がします。
これからも小さな交流を重ね校区の皆さんに事業所のこと、障がい者が働く意味、アート活動などを理解いただければと願っています。現在もコロナの厳しい状況は続いていますが、いずれは、地域の行事への参加、場所の提供などにも事業所が地域の一員としてお役に立てればと思っています。開かれた事業所を目指して地域に貢献していきたいと思います。よろしくお願いします。
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